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1 はじめに
ノードとノードをその関係性を保持してリンクした

グラフ構造を持つリンクトデータは,一定の決まりの

元で記述することで,機械可読性の高く,データの統合

やスキーマの変更が用意なデータベースを実現できる.

この形式で記述された事物や事象に関する情報,すな

わち知識を保持するデータベースをナレッジグラフと

言い [2]，文化財のナレッジグラフ化など実用化が試み

られている [1]．ナレッジグラフは意味を記述するデー

タベースであり，これを用いて人間が意味を理解でき

るような，AIによる推論を行う試みがある [3]．本研

究では，文献 [3]に見られるようなナレッジグラフを用

い，推理小説における犯人の推論を行う仕組みを考え

る．本研究ではこの推論の過程を用いて，ユーザに小

説を閲覧しながら推理小説の犯人を推論することを補

助する情報を提供するアプリケーションの試作につい

て述べる．

2 背景
グラフ構造を持ったデータの集まりであるナレッジ

グラフは，単なる文字列や数値を格納するものではな

く，事物についての意味を記述する．このナレッジグ

ラフを用いて推理小説の犯人を機械的に推論する試み

としてナレッジグラフ推論チャレンジがある [3]．今後

AIの活用がより一般的になっていくことが予想される

が，現状のAIの判断や予測のプロセスはブラックボッ

クスであり，AIの思考のプロセスを人間にとって理解

できる形で提示することが重要となる．この研究では

シャーロック・ホームズの推理小説をナレッジグラフと

して表現し，これを用いて殺人犯の推論を行い，説明

性，解釈性を評価する．推論の手法の一つとして，殺

人の動機，時間的，空間的な犯行の機会，殺害の方法
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のオントロジー（グラフ構造を持った，精密な意味記

述をするもの）を作成する．これらのデータはRDFと

言う形式で記述し，それに対する問い合わせ言語とし

て SPARQLがあり，このクエリを発行して推論を行

なっていく．この推論の過程で得られた推論の意味的

な繋がりを用いて，人間に分かりやすい形でユーザに

示し，ユーザが推理小説を読みながら犯人を当てるこ

とを支援するシステムを試作する．

3 システムの設計
まずは，小説の内容と，殺害の動機，機会，方法の

ナレッジグラフを作成する．元となるナレッジグラフ

はナレッジグラフ推論チャレンジ [3]で公開されてい

る．ここでは，小説の内容については，全体をシーン

ごと分割し，各シーンを示すノードに，誰が，何をし

た，どこで，いつ，等を表すエッジで，その対象とな

る物を示すノードにリンクする．そして，各シーンは

別のシーンに対する時間的繋がりや因果関係によって

リンクされる．このナレッジグラフを表した図を図 1

に示す．このナレッジグラフに対し，推論や小説閲覧

支援システムに必要な情報をさらに追加する．

図 1: 小説内容を記述したナレッジグラフの一部

本研究で試作システムの構成図を図 2に示す．

ナレッジグラフ推論チャレンジにおいて，犯人を推

理するために必要な知識を記述し，それを用いて推論

を行うという手法が提案されている [3]．犯人を推定す

るには，殺害の動機，機会，手段の情報が必要である

とし，これらについての情報をナレッジグラフとして
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図 2: 試作システムの構成図

作成する．

作成するナレッジグラフは，RDF として記述さ

れ，SPARQLエンドポイントとして公開することで，

SPARQLと呼ばれる問い合わせ言語を用いて RDF内

の情報を得ることができる．

ユーザが小説本文と，犯人の推定に必要な情報を閲

覧できるアプリケーションは，Webアプリケーション

として作成し，ユーザはWeb ブラウザからアクセス

して本システムを利用することができる．試作アプリ

ケーションの画面例を図 3に示す．

図 3: アプリケーションのユーザーインターフェース例

ユーザは小説閲覧部分で，小説の本文を閲覧し，情

報閲覧部分を更新すると，バッグエンドに現在読んで

いるページの値を送信し，情報を要求する．バッグエ

ンドは推論を実行し，犯人の推定に必要となる情報を

生成する．この時，ユーザが読んでいるページより後

のページで出現する情報は除外する．こうして得られ

た情報を，フロントエンドへ送信し．フロントエンド

は表示を更新する．これらの一連の動作は，シングル

ページアプリケーションとしてページの更新無く行わ

れる．ここで表示される情報とは，推論によってA氏

は事件発生時に同じ建物に居たので機会を持つと言う

を情報が得られた場合，「A氏は事件発生時同じ建物に

居た」と言った風に日本語で人間が理解できるように

記述されたものである．

4 まとめ
事物を表すノード同士を，その関係性でリンクした

グラフ構造を持つデータベースであるナレッジグラフ

を用いて，推理小説における犯人を推論する試みがな

されており [3]，これを利用して，ユーザが推理小説を

閲覧しながら，犯人を推理するために必要な情報を，

現在の読了箇所に応じて得ることができるアプリケー

ションの試作をする．

本アプリケーションは，Webアプリケーションとし

て作成されており，ユーザはWebブラウザからアプリ

ケーションを利用できる．まず，本文の内容と，犯人

の推論に必要なルールを記述したナレッジグラフに対

し，逐次問い合わせを行いながら犯人の推論を行うプ

ログラムを作成する．この際に導出された犯人の推論

に必要な情報と，推論の過程を，画面に文章や図の形

で表示する．ここで表示される情報は，ユーザが読ん

でいる箇所に応じて，未読のページで出現する情報な

どについては，表示しない．

本稿では説明可能な推論を行う AIの開発を目指す，

ナレッジグラフ推論チャレンジ [3]を受け，その説明可

能性を持つ推論という点に着目し，ユーザの推論を支

援するようなアプリケーションの試作について述べた．
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